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「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
三
条
の
一
考
察
」

1
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
中
心
と
し
て
一

徳

本

鎮

一
、
は
し
が
き

二
、
二
つ
の
判
例
を
め
ぐ
る
間
題
点

三
、
学
説
お
よ
び
諸
外
国
の
傾
向

四
、
む
す
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
し
が
き

　
　
　
一
　
戦
後
に
お
け
る
、
わ
が
国
の
自
動
車
利
用
の
普
及
は
真
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
こ
れ
ら
の
自
動
車

　
　
の
運
行
に
伴
な
っ
て
発
生
す
る
自
動
車
事
故
も
、
日
ま
し
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
状
か
ら
、

　
　
嚢
に
、
島
蛋
故
を
め
ぐ
る
被
害
者
の
公
平
な
保
護
を
図
る
た
め
に
島
轟
害
賠
償
保
障
法
が
製
さ
れ
た
（
蠣
。
房
雑
羅

巻
落
囎
法
）
．
自
賠
法
の
毒
な
特
徴
は
、
島
墨
故
護
る
損
害
賠
償
責
任
の
籍
覆
車
墾
．
賠
償
責
任
の
強
制
保
険
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ば
基
礎
と
な
り
、
ま
た
、
民
法
の
不
法

繋
馬
、
お
よ
び
政
府
の
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
の
三
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
自
賠
法
の
、

論
行
為
の
干
潮
と
も
な
る
第
一
の
自
動
車
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
の
強
化
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
法
三
条
が
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
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論　説

る
α
す
な
わ
ち
、
　
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
は
、
、
そ
の
運
行
に
よ
っ
て
他
人
の
生
命
又
は
身
、
体
を
害
し
た
と
き

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。
た
だ
し
、
自
己
及
び
運
転
者
が
自
動
車
の
運
行
に
関
し
注
意
を
怠
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
被
害
者
又
は
運
転
者
以
外
の
第
三
者
に
故
意
又
は
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
並
び
に
自
動
車
に
構
造
上
の
欠
陥
又
は
機
能
の
障
害

が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
内
容
か
ら
も
、
ほ
ぼ
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
、
自
賠
法
三
条
は
、
そ
の
但
し
書
に
お
い
て
、
　
一
応
の
免
責
規
定
を
設
け
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
総
て
に
わ
た
っ
て
の
証
明

は
、
む
し
ろ
例
外
的
な
こ
と
と
い
っ
て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
、
自
賠
法
三
条
は
、
事
実
上
、
　
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ロ
　

す
る
者
」
、
つ
ま
り
自
動
車
運
行
供
用
者
に
、
い
わ
ゆ
る
無
過
失
責
任
を
課
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
　
こ
の
よ
う

に
、
自
動
車
事
故
に
対
し
、
な
ぜ
、
民
法
の
過
失
責
任
の
原
則
（
七
〇
九
条
）
を
修
正
し
、
雛
微
量
と
り
つ
重
嬉
償
責
任
を
認
め
る
か
に

つ
い
て
は
、
一
般
に
、
そ
れ
は
自
動
車
運
行
供
用
者
の
危
険
責
任
、
な
い
し
報
償
責
任
性
を
帯
び
た
危
険
責
任
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
二
　
自
動
車
の
運
行
に
伴
っ
て
発
生
す
る
自
動
車
事
故
に
対
し
て
、
被
害
者
の
適
正
な
保
護
を
図
る
た
め
、
自
賠
法
三
条
が
自
動
車
運

行
供
用
者
に
一
種
の
無
過
失
責
任
を
課
し
て
い
る
こ
と
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
自
賠
法
三
条
を
前
提
と
し
て
、

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
誰
が
同
条
の
官
動
車
運
行
供
用
者
と
し
て
の
無
過
失
責
任
を
負
う
か
と
な
る
と
、
專
柄
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
、
か
か
る
責
任
を
負
う
べ
き
者
を
特
別
に
列
挙
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
た
ん
に
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車

を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
と
し
か
規
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
に
誰
が
自
賠
法
三
条
の
責
任
を
負
う
か
は
、

結
局
、
同
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
を
、
解
釈
上
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
近
時
、
注
目
す
べ
き
二
つ
の
最
高
裁
判
決
が
あ
い
つ
い
で
出
さ
れ
た
。
一
つ
は
昭
和
三
九
年
二
月

32　（2－6．546）　646



「ヨ動車損害賠償4｝葎章法三条の一考祭」　（徳本）

一一

喆
Z
決
の
・
農
業
協
同
組
合
の
運
転
手
が
私
肘
⑳
だ
め
の
組
合
所
有
⑳
自
動
車
を
無
断
運
行
中
事
故
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、
右
組
合

が
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
昭
和
三

九
年
一
二
月
四
日
判
決
の
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
方
式
に
よ
る
自
動
車
賃
貸
業
者
か
ら
自
動
車
を
借
り
受
け
た
者
が
こ
れ
を
運
転
使
用
中
に

事
故
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、
右
自
動
車
賃
貸
業
者
は
、
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
前
者
は
、
自
賠
法
三
条
に
つ
い
て
の
最
初
の
最
高
裁
判
決
で
あ
り
、
ま
た
後
者
は
、
そ
の
第
二
例
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ご
れ
ら
⑳
両
判
決
の
先
例
的
意
義
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
見
し
た
と

こ
ろ
、
き
わ
め
て
対
称
的
と
も
い
い
・
つ
る
右
両
判
決
の
見
解
に
し
て
は
、
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
の
運
行
の
用
に

供
す
る
者
」
の
意
味
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
は
、
十
分
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
ら
、
さ
し
当
っ
て
、
以
下
、
こ
れ
ら
両
判
決
を
取
り
上
げ
、
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
言
い
出
さ
れ
る
問
題
点
を
追
求
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
に
つ
き
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と

と
し
た
い
。

（一

j
自
賠
法
の
立
法
お
よ
び
概
略
に
つ
い
て
は
、
我
妻
「
自
動
車
損
害
賠
償
補
償
法
に
つ
い
て
」
比
較
法
研
究
＝
二
号
一
二
頁
以
下
、
加
藤
．
不

　
法
行
為
法
の
研
究
六
九
頁
以
下
、
自
動
車
保
障
研
究
会
・
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
解
説
四
頁
以
下
各
参
照
。

（
二
）
自
賠
法
三
条
を
、
事
笑
上
、
無
過
失
責
任
と
見
る
の
は
通
説
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
我
妻
・
前
掲
論
文
一
三
頁
、
加
藤
．
前
掲

　
書
写
［
頁
、
同
・
不
法
行
為
（
法
律
学
全
集
）
一
四
頁
、
大
塚
。
四
宮
・
下
光
。
自
動
車
事
故
を
め
ぐ
る
法
律
学
題
一
二
二
頁
、
宗
宮
「
自
動
蜜
・
損

　
害
賠
償
保
償
法
の
民
法
責
苦
二
日
本
法
学
二
七
巻
二
号
三
六
頁
、
坂
本
「
自
動
車
事
故
に
お
け
る
家
族
の
責
任
」
　
（
広
浜
先
生
追
悼
記
念
論
文
集

　
所
収
）
二
九
二
貝
な
ど
。

（
三
）
学
説
に
お
い
て
は
、
危
険
責
任
に
重
き
を
お
く
か
、
報
償
責
任
を
も
考
慮
す
る
か
で
、
多
少
相
異
が
見
ら
れ
る
、
危
険
責
任
に
重
き
を
お
く
も

　
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
石
本
｛
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
」
　
（
大
阪
大
学
法
学
部
十
週
猛
，
記
念
論
文
集
所
収
）
六
頁
、
明
石
「
無
断
運
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払百H刊 説

　
転
に
よ
る
自
動
車
事
故
と
抽
象
危
険
責
任
」
法
律
時
報
三
四
巻
八
号
八
四
頁
で
あ
り
、
報
償
責
任
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
加

　
藤
・
不
法
行
為
法
の
研
究
七
二
頁
、
同
「
交
通
事
故
」
注
釈
民
法
倒
九
七
頁
、
大
塚
・
四
宮
・
下
光
・
前
掲
書
一
二
二
頁
、
四
宮
「
自
動
車
の
無

　
断
運
転
に
よ
る
保
有
者
の
資
任
」
法
律
時
報
三
六
巻
五
号
二
〇
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
四
）
第
一
例
の
判
例
は
最
前
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
民
音
一
八
巻
二
号
三
一
五
頁
で
あ
り
、
第
二
例
の
判
例
は
最
判
昭
和
三
九
年
一
二
月
四
日
民

　
集
一
八
巻
一
〇
号
二
〇
四
三
頁
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
乾
「
協
同
組
合
運
転
手
の
私
用
運
転
と
自
動
車
賠
償
法
三
条
」

　
民
商
五
一
巻
五
号
八
四
四
頁
、
同
「
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
と
自
賠
法
三
条
の
適
用
」
民
商
五
三
巻
二
号
二
四
七
頁
の
判
例
批
評
が
あ
る
。

二
　
二
つ
の
判
決
を
め
ぐ
る
問
額
点

32　（2－6●548）　64．8

　
一
　
「
は
し
が
き
」
に
述
べ
る
意
図
に
し
た
が
っ
て
、
以
下
、
二
つ
の
最
高
裁
判
決
の
概
略
、
特
徴
な
ど
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
第
一
例
の
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
判
決
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

Y
組
合
の
運
転
手
A
は
、
本
件
事
故
の
前
日
、
Y
組
合
の
業
務
が
午
後
か
ら
休
み
で
あ
っ
た
の
で
、
正
午
過
ぎ
、
自
動
車
を
い
っ
た
ん
車

庫
に
納
め
自
動
車
の
鍵
を
当
直
員
に
返
納
し
た
が
、
た
ま
た
ま
同
日
相
撲
大
会
に
参
加
す
る
た
め
汽
車
で
M
市
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
て
汽
車
の
乗
車
時
間
に
遅
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
組
合
事
務
室
の
机
上
に
あ
っ
た
自
動
車
の
鍵
を
宿
直

員
や
上
司
に
無
断
で
持
ち
出
し
た
う
え
乗
車
駅
ま
で
運
転
し
、
こ
れ
を
自
動
車
修
理
工
場
を
営
む
B
方
に
預
け
、
翌
日
M
市
か
ら
の
帰
途

同
工
場
に
立
ち
寄
り
、
自
動
車
を
運
転
し
て
帰
る
途
中
、
X
に
衝
突
し
死
亡
さ
せ
る
と
い
う
事
故
を
起
し
た
。
Y
組
合
は
、
当
時
、
四
台

の
自
動
車
を
所
有
し
、
係
運
転
手
に
対
し
て
は
、
終
業
時
に
自
動
車
を
車
庫
に
格
納
し
た
う
え
自
動
車
の
鍵
を
当
直
員
に
返
納
さ
せ
る
建

前
を
と
り
、
就
業
時
間
外
に
上
司
に
無
断
で
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
が
、
自
動
車
や
鍵
の
管
理
は
従
来
か
ら
必
ず
し
も

厳
格
で
は
な
く
、
係
運
転
手
が
就
業
愈
愈
外
に
上
司
に
無
断
で
運
転
し
た
例
も
ま
れ
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
無
断
使
用
を
封
ず



「自身卑損書賠償保障法三条の一考察」（徳本）

る
た
め
Y
組
合
に
お
い
て
管
理
上
特
段
の
措
置
を
講
じ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
も
と
で
、
判
決
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
Y
組

合
の
自
賠
法
三
条
に
よ
る
責
任
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
　
「
原
審
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
立
法
趣
旨
並
び
に
民
法
七
一
五
条
に
関
す
る
判
例
法
の
推
移
を
併
せ
考
え
る
な

ら
ば
、
た
と
え
事
故
を
生
じ
た
当
該
運
行
行
為
が
具
体
的
に
は
第
三
者
の
無
断
運
転
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
の
所
有
者
と
第

三
者
と
の
間
に
雇
傭
関
係
等
密
接
な
関
係
が
存
し
、
か
つ
日
常
の
自
動
車
の
運
転
及
び
管
理
状
況
等
か
ら
し
て
、
客
観
的
外
形
的
に
は
前

記
自
動
車
所
有
者
等
の
た
め
に
す
る
運
行
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
右
自
動
車
の
所
有
者
は
『
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供

す
る
と
い
う
べ
く
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
三
条
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
し
、
後
記
認
定
の
Y
組

合
と
A
と
の
雇
傭
関
係
、
　
日
常
の
自
動
車
の
使
用
な
い
し
管
理
状
況
等
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
発
生
当
時
の
本
件
自
動
車
の
運
行
は
、

A
の
無
断
運
転
に
よ
る
も
の
に
せ
よ
、
客
観
的
外
形
的
に
は
Y
組
合
の
た
め
に
す
る
運
行
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
Y
組
合
は

同
法
三
条
に
よ
り
前
記
運
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
本
件
事
故
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
原
審
の
右

判
断
は
正
当
で
あ
る
」
と
判
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
例
で
あ
る
昭
和
三
九
年
一
二
月
四
日
判
決
の
概
略
で
あ
る
が
、
　
こ
の
方
は
、
　
次
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

エ
　
　
　
　
　
　
　

Y
は
、
Y
交
通
会
社
の
経
営
す
る
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
小
型
自
動
四
輪
車
を
借
り
受
け
、
そ
の
自
動
車
を
運
転
操
縦
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
M
市
道
路
上
を
西
進
中
、
歩
行
中
の
X
に
衝
突
し
死
亡
さ
せ
る
と
い
う
事
故
を
起
し
た
。
右
自
動
車
は
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
を
経
営

す
る
均
交
通
会
社
の
所
有
で
あ
り
、
ま
た
、
　
右
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
が
ぬ
に
賃
貸
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
事
実
の
も
と

で
、
判
決
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
均
交
通
会
社
の
自
賠
法
三
条
に
よ
る
責
任
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
　
「
原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
右
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
方
式
に
よ
る
自
動
車
賃
貸
業
者
か
ら
自
動
車
を
借
り

受
け
た
者
が
こ
れ
を
運
転
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
自
動
車
賃
貸
業
者
と
し
て
は
、
借
受
人
の
運
転
使
用
に
つ
い
て
な
ん
ら
支
配
力
を
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曇ム
直1目王 将

及
ぼ
し
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
含
に
は
、
右
借
受
人
の
み
が
自
己
の
た
め
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
も
の
に
あ

た
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
従
っ
て
、
右
借
受
人
が
当
該
自
動
車
を
運
転
使
用
中
に
ひ
き
起
し
た
事
故
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
賃
貸
業
者
を

以
て
前
記
法
条
に
い
わ
ゆ
る
自
己
の
た
め
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
し
た
者
に
あ
た
る
と
し
て
、
こ
れ
に
鵡
し
前
記
法
条
の
定
め
る
損
害

賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
と
同
趣
旨
の
判
断
に
立
っ
て
艶
交
通
会
社
に
対

す
る
上
告
人
ら
の
本
件
損
害
賠
償
請
求
を
理
由
が
な
い
と
し
て
こ
れ
を
棄
却
し
た
原
判
決
は
正
当
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
な
ん
ら
所
論
の
違

法
は
存
し
な
い
」
と
判
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
　
二
つ
の
最
高
裁
判
決
の
概
略
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
両
判
決
の
概
略
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判

決
の
特
徴
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
い
い
得
よ
う
。

　
ま
ず
、
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
第
一
例
の
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
判
決
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
の
判
決
の
事
実
の
両
に
お
け
る
特
徴

は
、
そ
の
自
動
車
事
故
が
豊
里
者
の
無
断
運
転
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
事
故
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
故
に
対

し
て
、
所
有
者
の
自
賠
法
三
条
に
よ
る
責
任
を
肯
定
す
る
理
由
の
面
に
お
け
る
特
徴
は
、
本
判
決
が
、
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に

自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
丁
度
、
民
法
七
一
五
条
に
い
う
「
事
業
ノ
執
行
印
付
キ
」
に
つ
い
て
と
同
様
、

こ
こ
で
も
、
　
「
客
観
的
外
形
的
に
自
動
車
所
有
者
の
た
め
に
す
る
運
行
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
を
採
用

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
判
決
が
、
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の

用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
外
形
理
論
を
採
用
す
る
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
　
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
立
法
趣
旨
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
　
「
民
法
七
一
五

条
に
関
す
る
判
例
法
の
推
移
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
前
者
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
　
「
は
し
が
き
」
に
も
触
れ
る
よ
う
に
自

動
車
運
行
の
危
険
性
に
対
す
る
被
害
者
の
保
護
の
強
北
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
後
者
の
理
由
に
つ
い
て
億
、
多
少
、
説
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明
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
本
判
決
が
「
民
法
七
一
五
条
に
関
す
る
判
例
法
の
推
移
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
さ
っ
き
に
も
一

言
す
る
よ
う
に
、
直
接
に
は
同
条
に
い
う
「
事
業
ノ
執
行
墨
付
キ
」
を
め
ぐ
っ
て
形
成
さ
れ
た
判
例
法
上
の
外
形
理
論
を
指
す
も
の
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
し
て
民
法
七
一
五
条
に
い
う
コ
畢
業
ノ
執
行
二
付
キ
」
を
め
ぐ
る
、
こ
の
よ
う
な
判
例
理
論
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

に
大
審
院
時
代
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車
事
故
の
場
合
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
会
社
の
見
習

運
転
手
が
単
独
運
転
を
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
断
運
転
中
に
他
人
を
ひ
き
殺
し
た
事
故
に
つ
き
、
自
動
車
会
社
の
使

用
者
責
任
を
認
め
た
大
正
八
年
一
月
一
＝
日
の
大
審
院
判
決
を
初
め
と
し
て
、
　
そ
の
後
の
類
似
の
自
動
車
事
故
を
め
ぐ
る
大
審
院
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

は
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
最
高
裁
に
な
っ
て
か
ら
も
同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
近
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

の
事
例
と
し
て
は
、
通
産
省
の
自
動
車
の
運
転
手
が
辞
表
提
出
後
の
秘
書
官
の
私
用
の
た
め
に
運
転
し
た
場
合
、
運
転
手
が
勤
務
時
間
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヲ
）

公
園
で
遊
ぶ
た
め
に
運
転
し
た
場
合
、
会
社
の
販
売
課
員
が
終
業
後
映
画
見
物
を
し
て
最
終
列
車
に
乗
り
遅
れ
た
た
め
に
会
社
の
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5

を
ひ
き
だ
し
て
運
転
し
た
場
合
、
い
ず
れ
も
民
法
七
一
五
条
の
「
事
業
ノ
執
行
型
付
キ
」
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
最
高
裁
は
、
そ
の
自
動

車
事
故
に
つ
き
、
使
用
者
責
任
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
民
法
七
一
五
条
に
関
す
る
判
例
法
の
推
移
」
を
考
慮

す
る
場
合
、
少
な
く
と
も
民
法
七
一
五
条
よ
り
は
一
歩
進
ん
で
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
賠
法
三
条
の
適
用
に
お
い
て
、
本
判
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

が
、
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
当
然
の
理
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
本
判
決
が
、
自
賠
法
三
条
の

「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
　
の
意
味
に
つ
い
て
、
　
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
を
採
用
し
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
本
判
決
自
身
が
指
摘
す
る
右
の
二
つ
の
理
由
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

は
、
本
判
決
が
出
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
、
す
で
に
下
級
審
判
決
に
お
い
て
は
、
類
似
の
事
件
を
め
ぐ
る
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め

に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
多
く
は
、
事
実
上
、
外
形
理
論
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
下

級
審
判
決
の
一
部
に
は
、
た
と
え
ば
、
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
」
者
と
は
、
　
「
抽
象
的
一
般
的
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論

に
当
該
自
動
車
を
自
己
の
た
め
に
運
行
の
用
に
供
し
て
い
る
地
位
に
あ
る
者
を
い
う
の
で
は
な
く
事
故
発
生
の
原
因
と
な
っ
た
運
行
が
自

己
の
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
者
を
い
う
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
き
わ
め
て
厳
格
に
解
す
る
も
の
も
な
い
で
は
な
か
っ

（
八
）

た
。
し
か
し
、
大
部
分
の
判
決
は
、
で
き
る
だ
け
緩
や
か
に
、
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
・
外
形
的
に
解
す
る
の
が
一
般
的
傾
向
で
あ
っ

（
九
）

た
。
つ
ま
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
本
判
決
は
、
さ
き
の
二
つ
の
理
由
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
下
級
審
判
決
の
傾
向
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
も
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
第
一
例
の
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
判
決
に
対
し
て
、
第
二
例
の
昭
和
三
九
年
一
二
月
四
日
判
決
の
特

徴
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
ま
ず
、
事
実
の
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
自
動
車
事
故
が
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
自
動

車
賃
借
人
の
起
し
た
事
故
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
故
に
対
し
て
、
所
有
者
の
自
賠
法
三
条
に
よ
る
責
任
を

否
定
す
る
理
由
の
面
に
お
け
る
特
徴
は
、
　
「
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
方
式
に
よ
る
自
動
車
賃
貸
業
者
か
ら
自
動
車
を
借
り
受
け
た
者
が
こ
れ
を

運
転
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
自
動
車
賃
貸
業
者
と
し
て
は
、
借
受
人
の
運
転
使
用
に
つ
い
て
な
ん
ら
支
配
力
を
及
ぼ
し
得
な
い
」
と

す
る
原
審
の
認
定
を
前
提
と
し
て
、
た
ん
に
「
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
右
借
受
人
の
み
が
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す

る
者
に
あ
た
る
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
事
実
も
簡
単
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
判
決
理
由
も
簡
単
で
あ
り
、
む
し

ろ
簡
単
す
ぎ
る
点
に
本
判
決
理
由
の
特
徴
が
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
判
決
理
由
の
理
解
を
、
い
っ
そ
う
容
易

な
ら
し
め
る
た
め
に
、
本
判
決
が
全
面
的
に
支
持
す
る
原
審
判
決
理
由
を
、
い
ま
す
こ
し
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
原
審

の
争
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
審
判
決
が
、
所
有
者
も
賃
借
人
も
と
も
に
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供

す
る
者
」
に
あ
た
る
と
し
て
、
両
者
に
自
賠
法
三
条
の
責
任
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
所
有
者
が
、
自
己
に
同
条
の
責
任
の
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

争
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
　
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
所
有
者
の
主
張
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
　
「
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
の
経
営
者
は
前
記
の
よ
う
に
自
動
車
を
賃
貸
し
て
賃
料
を
収
得
す
る
た
め
に
こ
れ
を
所
有
利
用
す
る
も
の
で
あ
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っ
て
、
そ
の
運
行
に
よ
っ
て
直
接
自
己
の
利
便
を
図
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
自
動
車
の
運
行
は
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て

は
自
動
車
利
用
の
直
接
の
目
的
で
は
な
い
。
自
動
車
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
の
経
営
者
に
支
配
権
が
な
く
借
主
の
自
由

に
委
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
他
の
一
般
の
賃
貸
の
場
合
と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
等
し
く
自
動
車
の
所
有
者
が
自
ら
こ
れ
を

運
転
し
な
い
場
合
で
も
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
他
人
に
賃
貸
し
て
、
そ
の
自
由
な
運
転
に
委
せ
る
場
合
と
、
事
業
者
が
そ
の
選
任

監
督
に
係
る
運
転
手
を
使
用
し
て
事
業
者
自
身
の
た
め
の
運
行
の
用
に
供
す
る
場
合
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
結
局
、
　
い
わ
ゆ

る
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
の
方
式
に
よ
る
自
動
車
賃
貸
業
者
に
対
し
て
は
、
現
行
の
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
は

無
過
失
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
　
こ
の
よ
う
な
原
審
判
決
理
由
を
参
照
す
れ

ば
、
本
判
決
が
、
所
有
者
に
つ
き
、
自
賠
法
三
条
の
責
任
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
右
借
受
人

の
み
が
自
己
の
た
め
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
に
あ
た
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
形
式
的
な
理
由
に
し
か
す
ぎ
ず
、

そ
の
実
質
的
な
理
由
は
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
「
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
方
式
に
よ
る
自
動
車
賃
貸
業
者
か
ら
自
動
車
を
借
り
受
け
た
者

が
こ
れ
を
運
転
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
自
動
車
賃
貸
業
者
と
し
て
は
、
借
受
人
の
運
転
使
用
に
つ
い
て
な
ん
ら
支
配
力
を
及
ぼ
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

な
い
」
と
い
う
点
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
点
に
本
判
決
理
由
の
特
徴
が
見
い
出
せ
る
わ
け
で
も
あ
る
。

　
三
　
そ
こ
で
、
以
上
の
よ
う
に
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
対
比
し
て
眺
め
た
場
合
、
そ
の
最
も
主
要
と
思
わ
れ
る
問
題
点
は
、
第
二
例
で

あ
る
昭
和
三
九
年
＝
一
月
四
日
判
決
は
、
第
一
例
の
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
判
決
を
、
ど
の
程
度
考
慮
に
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
例
は
、
雇
庸
者
の
無
断
運
転
事
故
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
に
よ
っ
て
所
有
者
に
対
し

自
賠
法
三
条
の
責
任
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
、
傍
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
論
が
、
さ
ら
に

他
の
事
案
に
対
し
て
も
通
用
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
唆
す
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
例
の
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
か
ら
自

動
車
を
賃
借
し
た
者
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
判
旨
の
上
で
は
、
な
ん
ら
第
一
例
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
賃
貸
借
契
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教
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
配
力
が
及
び
得
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
所
有
者
の
責
任
を
否
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
対
象
事
実
が

異
る
の
で
言
及
し
な
い
の
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
が
し
、
寅
「
柄
は
、
同
じ
自
動
車
事
故
で
あ
り
、
さ
ら
に
次
の

よ
う
な
第
二
例
の
原
審
判
決
理
由
を
参
照
す
れ
ば
、
ま
っ
た
く
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
前
掲
の
原
審
判
決
理
由
は
、
そ
の
終
り
の
部
分
で
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
等
し
く
自
動
車
の
所
有
者
が
自
ら
こ

れ
を
運
転
し
な
い
場
合
で
も
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
他
人
に
賃
貸
し
て
そ
の
自
由
な
運
転
に
委
せ
る
場
合
と
、
当
事
者
が
そ
の
選
任

監
督
に
係
る
運
転
手
を
使
用
し
て
事
業
者
自
身
の
た
め
の
運
行
の
用
に
供
す
る
場
合
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
指
摘
す
る
真
意
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
も
し
、
そ
の
判
示
が
、
第
一
例
を
考
慮
し
て
、
し
た
が
っ
て
外
形
理
論
を
採
用
し

た
と
し
て
も
、
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
か
ら
自
動
車
を
賃
借
し
た
者
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
は
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自

動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
二
例
は
、
ま
さ
に
第
一
例
の
外
形
理
論
に
立
ち

つ
つ
も
、
そ
の
限
界
を
示
し
た
も
の
と
い
う
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
限
界
を
示
す
実
質
的
理

由
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
自
動
車
所
有
者
と
事
故
惹
起
者
の
関
係
が
、
第
一
例
に
お
い
て
は
従
属
的
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
例
に
お

い
て
は
対
等
的
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
一
例
と
第
二
例
の
関
係
を
、
か
り
に
、
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
見

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
闘
．
題
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
第
一
例
の
外
形
理
論
を
前
提
と
し
て
、
第
二
例
は
、
は
た
し
て
、
そ
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
一
）

理
的
限
界
を
示
し
得
た
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
第
二
例
の
第
一
審
判
決
も
そ

う
で
あ
る
が
、
下
級
審
判
決
に
お
い
て
は
、
自
動
車
所
有
者
と
事
故
惹
起
者
の
関
係
が
、
い
ち
が
い
に
従
属
的
関
係
と
ば
か
り
い
え
な
い
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

合
に
も
、
か
な
り
の
数
に
お
い
て
所
有
者
に
も
自
賠
法
三
条
の
責
任
を
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の

よ
う
に
見
て
く
る
と
、
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
問
題
点
は
、
結
局
、
第
一
例
の
示
す
外
形
理
論
の
合

理
的
適
用
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
直
接
的
に
は
自
賠
法
三
条
に
い
う
一
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
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供
す
る
者
」
の
な
か
に
は
、
原
則
と
し
て
自
動
車
の
賃
貸
人
が
含
ま
れ
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で

は
、
事
柄
を
後
者
の
点
に
限
定
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
き
、
従
来
の
わ
が
国
の
学
説
の
立
場
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
の
傾

向
な
ど
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

（徳木）1「自動車損害賠償保障法三条の一考祭」

（一

j
こ
の
判
決
が
民
法
七
一
五
条
を
め
ぐ
る
判
例
法
上
の
外
形
理
論
を
採
用
し
て
い
る
と
見
る
も
の
は
本
稿
の
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
四
宮
「
自
動

　
車
の
無
断
運
転
に
よ
る
保
有
者
の
責
任
」
法
律
時
三
六
巻
五
号
一
六
頁
、
乾
「
協
同
組
合
連
転
手
の
私
用
運
転
と
自
動
車
賠
償
法
三
条
」
民
商
五

　
　
一
巻
五
号
八
四
四
頁
が
あ
る
。

（
二
）
こ
の
よ
う
な
外
形
理
論
が
出
て
く
る
の
は
、
す
で
に
大
正
の
中
期
か
ら
で
あ
り
、
た
と
え
ば
大
判
大
正
七
年
三
月
二
七
日
刑
録
二
四
輯
二
四
一

　
頁
、
同
大
正
一
〇
年
六
月
七
日
刑
録
二
七
輯
五
〇
六
頁
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
論
を
示
す
代
表
的
判
例
と
し
て
は
大
連
判
大
正

　
　
一
五
年
一
〇
月
一
三
日
民
集
五
巻
七
八
五
頁
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
田
中
・
判
例
民
事
法
大
正
一
五
年
度
一
〇
七
事
件
評
釈
、
我

　
妻
・
不
法
行
為
（
新
法
学
全
集
）
一
六
九
頁
参
照
。

（
三
）
大
判
大
正
八
年
一
月
二
一
日
刑
録
二
五
輯
四
二
頁
。
な
お
類
以
の
も
の
と
し
て
は
、
大
判
昭
和
八
年
七
月
一
一
＝
民
集
一
二
巻
二
四
二
一
頁
、
同

　
昭
和
一
一
年
一
一
月
一
三
日
艮
集
二
五
巻
二
〇
一
一
頁
、
同
昭
和
一
六
年
四
月
一
〇
日
足
集
二
〇
巻
四
六
二
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
四
）
下
編
昭
和
三
〇
年
一
二
二
月
二
二
日
艮
集
九
巻
一
四
号
二
〇
四
七
頁
、
谷
口
。
同
判
例
評
釈
民
商
三
四
巻
四
号
六
四
五
頁
参
照
。

（
五
）
最
判
昭
和
三
七
年
一
一
月
八
日
画
集
一
六
巻
＝
月
二
二
五
五
頁
、
谷
口
．
同
判
例
評
釈
民
商
四
七
巻
二
号
二
＝
二
頁
参
照
。

（
六
）
盲
判
昭
和
三
九
年
二
月
四
日
民
集
一
八
巻
二
号
二
五
二
頁
、
谷
口
・
同
判
例
評
釈
民
商
五
一
巻
五
号
八
三
〇
頁
、
お
よ
び
四
宮
・
前
掲
論
文
一

　
六
頁
各
参
照
。

（
七
）
自
賠
法
三
条
の
方
が
民
法
七
一
五
条
よ
り
人
的
損
害
に
対
し
て
責
任
が
き
び
し
い
と
見
る
立
場
は
本
稿
の
以
外
に
も
、
我
妻
・
有
泉
・
四
宮
・

　
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
W
二
六
四
頁
、
加
藤
「
交
通
事
故
」
注
釈
民
法
倒
九
八
頁
な
ど
。
な
お
人
的
損
害
に
対
し
自
賠
法
三
条
を
民
法
七
一
五
条

　
よ
り
原
則
に
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
乾
・
前
掲
論
文
八
四
四
頁
が
あ
る
。

（
八
）
東
京
地
墨
昭
和
三
五
年
二
月
二
二
日
下
級
民
集
一
一
巻
二
号
三
九
四
頁
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
控
訴
審
で
取
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ

　
き
で
あ
る
。
東
京
高
判
昭
和
三
六
年
四
月
一
〇
旦
渦
三
民
集
一
四
巻
三
号
二
二
七
頁
参
照
。
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（
九
）
こ
の
種
の
下
級
審
判
決
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
助
手
が
洒
に
酔
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
を
無
断
で
び
き
出
し

　
運
転
中
に
事
故
を
起
し
た
場
合
（
大
阪
高
議
昭
和
三
七
年
五
月
七
旦
・
同
等
民
集
二
五
巻
三
五
四
頁
）
、
自
動
車
運
転
者
が
点
火
装
置
の
鍵
を
は
ず

　
さ
ず
制
動
装
置
を
施
さ
な
い
で
自
動
車
か
ら
離
れ
た
際
に
第
三
者
が
右
自
動
車
を
無
断
で
運
行
し
て
事
故
を
起
し
た
場
合
（
大
阪
地
判
昭
和
三
五

　
年
八
月
九
日
下
級
民
集
一
一
巻
八
号
一
六
八
二
頁
）
、
乗
用
者
の
運
転
手
が
私
用
で
権
限
外
の
運
行
に
よ
り
事
故
を
起
し
た
場
合
（
東
京
地
判
昭

　
和
三
四
年
九
月
三
〇
日
判
例
時
報
二
〇
四
号
二
八
頁
）
、
た
ま
た
ま
会
社
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
者
が
、
会
社
の
車
を
無
断
で
運
転
し
事
故
を

　
起
し
た
場
合
（
東
京
地
判
昭
和
三
七
年
三
月
一
九
日
判
例
時
報
二
九
五
号
三
五
頁
）
な
ど
、
、
い
ず
れ
も
所
有
者
に
責
任
を
認
め
て
い
る
。
な
お
註

　
　
一
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（一

Z
）
東
京
裏
判
昭
和
三
六
年
四
月
二
七
日
下
級
民
集
一
二
巻
四
号
九
〇
六
頁
。
坂
本
・
同
判
例
評
釈
法
律
論
叢
三
六
巻
一
号
七
頁
は
、
下
級
審
判

　
決
に
賛
成
で
あ
る
。

（一

黶
j
本
判
決
に
つ
い
て
は
乾
「
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
と
自
賠
法
三
条
の
適
用
」
民
商
五
三
七
二
号
二
四
七
頁
以
下
の
反
対
批
評
が
あ
る
。
も
っ
と
も

　
加
藤
・
「
交
通
事
故
」
注
釈
民
法
九
九
頁
は
賛
否
両
論
が
あ
り
う
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
加
藤
ほ
か
「
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訟
訴
の

　
諸
問
題
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
七
六
号
三
二
頁
以
下
参
照
。

（一

�
j
事
解
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
民
集
六
巻
二
号
三
一
五
頁
の
判
決
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
乾
「
協
同
組
合
運
転
手

　
の
私
用
運
転
と
自
動
車
賠
償
法
三
条
」
八
四
四
頁
。
四
宮
・
前
掲
論
文
一
六
頁
。
し
か
し
、
本
稿
の
よ
う
に
、
そ
の
判
例
理
論
が
ど
こ
ま
で
適
用

　
さ
れ
う
る
か
と
い
う
観
点
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
次
註
の
よ
う
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
民
法
七
一
五
条
と

　
の
関
係
に
お
い
て
大
き
な
問
題
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
民
法
七
一
五
条
を
め
ぐ
る
判
例
理
論
は
、
従
来
、
た
ん
に
従
属
関
係
ば
か
り

　
で
な
く
、
た
と
え
ば
名
義
貸
契
約
と
か
斤
先
掘
契
約
な
ど
の
よ
う
に
形
の
上
で
は
権
利
の
賃
貸
借
を
媒
介
と
す
る
第
三
者
の
損
害
に
ま
で
認
め
ら

　
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
大
判
昭
和
四
年
五
月
三
日
民
集
八
巻
四
四
七
頁
、
同
昭
和
八
年
七
月
三
一
日
民
集
一
二
巻
二
四
二
一

　
頁
、
同
昭
和
一
一
年
一
一
月
一
三
日
民
集
一
五
巻
二
〇
一
一
頁
、
斤
先
掘
契
約
に
つ
い
て
は
、
同
大
正
二
年
四
月
二
日
民
録
一
九
輯
二
〇
一
頁
、

　
同
大
正
四
年
二
月
二
七
日
刑
録
二
一
輯
一
六
七
頁
な
ど
）
。
し
た
が
っ
て
自
賠
法
三
条
の
外
形
理
論
と
権
利
の
賃
貸
借
、
さ
ら
に
は
自
動
車
の
賃

　
貸
借
を
媒
介
と
す
る
第
三
者
の
被
害
に
つ
い
て
も
所
有
者
の
責
任
を
問
う
余
地
が
で
て
く
る
わ
け
で
も
あ
る
。

（一

O
）
こ
れ
ら
の
事
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
賃
貸
し
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
の
事
故
に
つ
き
所
有
者
の
責

　
任
を
認
め
た
も
の
（
名
古
屋
地
判
昭
和
三
八
年
四
月
＝
二
日
下
級
民
集
一
四
巻
四
号
七
〇
八
頁
）
、
所
有
権
留
保
の
形
で
買
い
受
け
た
人
の
事
故
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に
つ
き
所
有
者
の
責
任
を
認
め
た
も
の
（
東
京
地
判
昭
和
三
八
年
六
月
二
八
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
七
号
一
五
五
頁
）
、
子
供
の
無
断
運
転
事
故

に
つ
き
所
有
者
と
し
て
の
父
親
の
責
任
を
認
め
た
も
の
（
東
京
地
判
昭
和
三
六
年
七
月
一
三
日
下
級
民
事
｝
二
巻
七
号
工
ハ
六
四
号
）
、
使
用
許

可
さ
れ
て
い
た
家
族
の
運
転
事
故
に
つ
き
所
有
者
と
の
て
の
父
親
の
責
任
を
認
め
た
も
の
（
大
阪
地
蒔
昭
和
四
〇
年
七
月
九
日
判
例
時
報
四
…
六

号
四
九
頁
）
、
自
動
車
営
業
を
め
ぐ
る
名
義
借
受
人
の
事
故
に
つ
き
名
義
賃
貸
人
の
責
任
を
認
め
た
も
の
（
大
津
地
崩
昭
和
三
六
年
四
月
二
八
日

不
法
行
為
下
級
民
集
昭
和
三
六
年
度
一
＝
九
頁
、
神
戸
地
裁
姫
路
支
部
判
昭
和
三
五
年
一
二
月
二
七
日
下
級
民
集
＝
巻
一
二
号
二
七
九
六
頁
、

東
京
地
判
昭
和
三
八
年
四
月
三
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
五
号
一
五
二
頁
、
東
京
地
細
昭
和
三
八
年
一
二
月
二
一
二
日
判
例
時
報
三
六
四
号
三
頁
）
な

ど
で
あ
る
。

下自動車損害賠償保障法三条の一考察」（徳本）

三
　
学
説
お
よ
び
諸
外
国
の
傾
向

　
一
　
二
つ
の
最
高
裁
判
決
の
対
比
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
問
題
点
は
、
結
局
、
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に

供
す
る
者
」
に
つ
い
て
の
判
例
理
論
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
の
合
理
的
な
適
用
範
囲
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
よ
り
直
接

的
に
は
、
自
動
車
の
賃
貸
人
が
、
原
則
と
し
て
、
右
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
ど

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
つ
き
、
従
来
の
、
わ
が
国
の
学
説
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
直
接
、

こ
の
問
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
従
来
の
学
説
は
、
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
を
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
来
の
学
説
が
、
自
賠
法
三
条
の
無
過
失
責
任
の
根
拠
を
危
険
責
任
、
な

い
し
報
償
責
任
性
を
帯
び
た
危
険
責
任
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
「
は
し
が
き
」
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
説
に

お
い
て
は
、
こ
の
点
を
理
由
に
、
同
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
と
は
、
自
動
車
の
運
行
支
配
と
運
行
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご

益
の
帰
属
者
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
運
転
手
の
事
故
に
つ
き
使
用
者
が
自
賠
法

三
条
の
責
任
を
負
う
の
は
、
　
「
遺
墨
物
で
あ
る
注
連
車
に
つ
い
て
運
行
支
配
を
し
て
い
る
運
行
供
用
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
だ
と
い

32（2－6．557）　657



一∠㍉

画1旧

う
危
険
責
任
の
考
え
方
と
、
運
行
利
益
が
実
際
に
帰
多
し
賠
償
の
資
力
も
大
き
い
運
行
供
用
者
に
責
任
を
課
し
て
被
害
者
の
保
護
を
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ろ
う
と
す
る
報
償
責
任
の
考
え
方
と
の
総
合
に
よ
る
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
も
あ
る
。
た
だ
、
学
説
の
一
部
に
お
い

て
は
、
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
と
関
係
し
て
、
同
条
の
「
そ
の
運
行
」
を
、
自
己
の

た
め
の
運
行
と
解
す
る
か
、
　
あ
る
い
は
、
　
そ
の
自
動
車
の
運
行
と
解
す
る
か
に
つ
い
て
争
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
．
．
そ
し
て
、
一
般
に

は
、
自
己
の
た
め
の
運
行
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
　
こ
の
議
論
は
、
　
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る

者
」
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
判
断
基
準
が
な
い
場
合
に
は
問
題
と
な
り
う
る
が
、
右
に
述
べ
る
よ
う
な
自
動
車
の
運
行
支
配
と
運
行
利
益
の

帰
属
と
い
う
よ
う
な
判
断
基
準
の
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
　
「
そ
の
運
行
」
を
、
自
己
の
た
め
の
運
行
と
解
し
よ
う
が
、
あ
る

い
は
、
そ
の
自
動
車
の
運
行
と
解
し
よ
う
が
、
結
果
と
し
て
は
別
に
変
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
そ
の
場
合
に

は
、
　
「
そ
の
運
行
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
因
果
関
係
の
み
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
、

こ
の
悶
題
に
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
そ
こ
で
、
以
上
か
ら
、
従
来
の
学
説
に
お
い
て
は
、
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
と

は
、
自
動
車
の
運
行
支
配
と
運
行
利
益
の
帰
属
者
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
基
準
を
前
提
と

し
て
、
　
間
々
の
自
動
車
の
賃
貸
人
が
、
　
同
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る

が
、
ま
ず
、
　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
立
法
当
局
者
の
見
解
は
、
　
さ
き
の
昭
和
三
九
年
一
二
月
四
日
の
最
高
裁
判
決
と
同
様
に
否
定
的
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
当
局
者
に
よ
れ
ば
、
　
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
自
家

用
自
動
車
の
所
有
者
、
自
動
車
運
送
事
業
者
、
自
動
車
の
賃
借
人
、
自
動
車
を
預
る
倉
庫
業
者
、
自
動
車
の
委
託
販
売
業
者
、
自
動
車
の

整
備
業
者
、
陸
送
屋
、
そ
れ
に
特
殊
な
事
例
と
し
て
の
自
動
車
泥
棒
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
自
動
車
の
賃
貸
人
は
「
自
己
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
に
は
あ
た
ら
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
次
に
学
説
で
あ
る
が
、
大
多
数
の
学
説
は
、
こ
れ
ま
た
、
い
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ず
れ
も
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
短
・
そ
の
理
由
が
・
ど
⑳
点
に
あ
る
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
二
盤
は
谷
翁
断
基

準
の
う
ち
、
特
に
自
動
車
の
運
行
支
配
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
に
、
そ
の
理
由
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ

の
よ
う
な
大
勢
の
な
か
に
あ
っ
て
、
二
、
三
の
学
説
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
民
法
七
一
七
条
を
根
拠
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
個
々
の

具
体
的
事
情
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
は
自
動
車
賃
貸
人
の
経
済
利
益
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
貸
人
に
も
自
賠
法
三
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

責
任
を
認
め
よ
う
と
す
る
試
み
の
あ
る
こ
と
は
、
十
分
、
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
一
自
動
車
の
賃
貸
人
が
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
な
か
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い

て
の
、
わ
が
国
の
学
説
の
立
場
は
、
ほ
ぼ
右
見
に
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
多
数
の
学
説
は
、
問
題
を
殆
ん
ど
否
定
的
に
見

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
諸
外
国
の
傾
向
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ

き
、
さ
し
当
っ
て
、
わ
が
国
の
自
賠
法
の
母
国
と
も
見
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
場
合
と
、
そ
れ
か
ら
、
こ
の
種
の
問
題
に
つ
い
て
は
比
較
的
事

例
の
多
い
と
思
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
つ
い
て
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
つ

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
ド
イ
ソ
の
場
合
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
自
動
車
責
任
法
一
般
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
山
田
教
授
の
詳
細
な
研

　
　
　
　
　
（
六
）

究
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
、
そ
ち
ら
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
と
っ
て
必
．
要
な
限
度
で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
今

日
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
動
車
事
故
に
対
す
る
特
別
損
害
賠
償
法
は
、
一
九
五
二
年
一
二
月
一
九
日
公
布
さ
れ
た
道
路
上
通
法
（
も
つ
茸
鋤

ω
ω
①
旨
く
。
美
①
汀
ω
σ
q
Φ
ω
①
言
）
　
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
沿
革
は
、
す
で
に
一
九
〇
九
年
五
月
三
日
の
自
動
車
交
通
法
（
幻
包
。
7
ω
σ
q
Φ
ω
Φ
言
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

び
。
門
自
①
遠
く
臼
國
①
ず
昌
昌
↓
国
吋
冷
気
ロ
寓
N
Φ
ロ
α
q
¢
昌
）
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
数
度
の
改
正
を
経
て
合
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
道
路
交
通
法
七
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
律
の
下
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
暗
運
転
の
場
合

を
除
い
て
（
同
法
七
条
三
項
参
照
）
、
原
則
と
し
て
自
動
車
の
保
薯
（
＝
・
。
穽
①
．
）
雪
の
る
。
そ
こ
’
c
、
ド
イ
ツ
交
通
禁
、
な
ぜ
烏
有
助
伺
魂
貝
μ
個

と
し
な
い
で
保
有
者
を
千
里
者
に
し
た
か
に
つ
い
て
、
前
述
の
山
田
教
授
は
、
次
の
よ
う
な
要
領
の
よ
い
説
明
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
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な
わ
ち
、
　
「
た
と
え
ば
、
甲
が
自
動
車
所
有
者
か
ら
一
年
間
自
動
車
を
賃
借
し
、
運
転
手
を
や
と
っ
て
自
動
車
を
自
己
の
た
め
に
運
行

し
、
運
行
の
費
用
は
全
部
賃
借
人
が
負
担
し
、
所
有
者
は
運
行
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
権
利
を
も
持
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
運
転
手
が
人

を
死
傷
さ
せ
た
場
合
に
選
任
監
督
者
と
し
て
不
法
行
為
責
任
を
負
う
の
は
賃
借
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
危
険
責
任
を
負
う
の
も

同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
道
路
交
通
法
は
自
動
車
保
有
者
　
（
＝
①
＃
臼
α
①
ω
叶
鑓
津
富
黒
子
鐸
o
q
の
）
と
い
う
概
念
を
み
と
め

る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
貸
借
人
が
自
動
車
保
有
者
と
し
て
、
か
か
る
責
任
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
自
動
車
の
所
有
者
で
あ
る
か
、
賃
借
人
、
そ
の
他
の
者
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
自
動
者
保
有
者
の
概
念
に
該
当
す
る
者
が

責
任
を
負
う
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
保
有
者
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
あ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
保
有
者
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
保
有
者
と
は
、
自
己
の
計
算
に
お
い
て
自
動
車
を
使
用
し
、
か
つ
、
そ
の
使
用
に
つ

き
必
要
な
自
動
車
に
対
す
る
事
実
上
の
処
分
権
を
有
す
る
者
と
か
、
あ
る
い
は
、
事
故
の
当
峙
、
自
動
車
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て
使
用

し
、
か
つ
、
自
動
車
に
つ
い
て
か
か
る
使
用
を
前
提
と
す
る
者
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
の
が
、
ほ
ぼ
判
例
・
学
説
の
一
致
し
た
見
解
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
保
有
者
は
、
必
ず
し
も
法
律
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
通
常

は
、
事
実
関
係
、
経
済
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
エ
ッ
サ
ー

は
、
保
有
者
の
資
格
は
、
　
法
律
的
な
関
係
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
　
経
済
的
・
事
実
的
関
係
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
使
用
利
益
や
使
用
支
配
権
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
所
有
権
の
有
無
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
反
面
、
使
用
利
益
や
使
用
支

配
権
と
い
え
ど
も
、
　
事
情
に
よ
っ
て
は
、
　
保
有
者
を
決
定
す
る
単
に
一
つ
の
早
着
に
し
か
過
ぎ
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
と
指
摘
し
て
い

（一

Z
）

る
。
そ
こ
で
、
本
来
の
課
題
で
あ
る
自
動
車
賃
貸
人
の
、
こ
の
法
律
の
下
に
お
け
る
地
位
で
あ
る
が
、
自
動
車
賃
貸
人
が
、
こ
の
法
律
に

お
い
て
保
有
者
に
な
り
う
る
か
ど
う
か
も
、
結
局
は
、
以
上
の
よ
う
な
判
例
・
学
説
の
示
す
判
断
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
も
、
エ
ッ
ナ
ー
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
保
有
者
が
法
律
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
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く
、
経
済
的
・
事
実
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
事
柄
は
、
も
っ
ぱ
ら
具
体
的
事
実
に
即
し
て
の
み
い
い
う
る
こ
と
で

も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
し
当
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
そ
の

一
般
的
傾
向
に
つ
い
て
の
み
指
摘
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
比
較
的
事
態
の
明
白
な
か
な
り
長
期
の
自
動
車
の
賃
貸
借
に

つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
場
合
に
は
、
一
般
に
使
用
利
益
も
使
用
支
配
権
も
と
も
に
賃
借
人
に
帰
属
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
し
た
が

っ
て
、
通
常
、
そ
の
保
有
者
は
賃
貸
人
で
は
な
く
賃
借
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ

た
ち
な
い
短
期
間
の
自
動
車
の
賃
貸
借
で
あ
り
、
学
説
も
殆
ん
ど
、
こ
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
前
述
の
エ
ッ
サ

ー
で
あ
る
が
、
エ
ッ
サ
ー
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
　
賃
貸
人
も
賃
貸
料
に
よ
っ
て
、
　
い
わ
ば
間
接
的
に
利
益
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
短
期
間
、
使
用
賃
貸
借
や
使
用
貸
借
に
よ
っ
て
他
人
に
使
用
を
委
ね
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
有
者
の
地
位
を
喪
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
同
様
に
、
ラ
レ
ン
ツ
も
、
自
動
車
の
所
有
者
が
、
短
期
間
他
人
に
使
用
賃
貸
借
や
使
用
貸
借
に
よ
り
自
動

車
の
使
用
と
事
実
上
の
支
配
権
を
委
ね
、
か
つ
、
そ
の
他
人
が
、
使
用
期
間
中
、
運
行
費
を
負
担
し
て
い
て
も
所
有
者
は
保
有
者
の
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
二
）
　
　
　
（
一
四
）

を
失
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
た
と
え
ば
、
ベ
ッ
カ
ー
、
ミ
ュ
ラ
ー
な
ど
の
著
書
に
お
い
て
も
指
摘

さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
エ
ン
ネ
ク
ッ
エ
ル
ス
・
レ
ー
マ
ン
が
、
自
動
車
の
短
期
の
使
用
賃
貸
借
や

使
用
貸
借
の
場
合
に
は
、
借
受
人
が
保
有
者
と
な
り
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
所
有
者
も
保
有
者
に
な
る
と
し
て
、
多
少
、
消
極
的
な
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

を
示
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
は
、
比
較
的
短
期
間
の

自
動
車
の
使
用
賃
貸
借
や
使
用
貸
借
に
お
い
て
は
、
　
通
常
、
　
所
有
者
が
保
有
者
の
地
位
に
と
ど
ま
る
と
見
る
の
が
支
配
的
の
よ
う
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
場
合
に
は
借
受
人
は
ま
っ
た
く
保
有
者
に
な
ら
な
い
と
い
う
と
必
ら
ず
し
も
そ
う
で
も
な
い

よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
エ
ッ
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
者
が
、
い
ず
れ
も
保
有
者
の
要
件
を
満
足
す
る
な
ら
ば
復
数
の
保
有
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

を
認
め
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ン
ネ
ク
ッ
エ
ル
ス
・
レ
ー
マ
ン
が
、
い
わ
ば
逆
の
形
で
、
こ
れ
を
消
極
的
に
肯
定
し
て
い
る
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説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
じ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

こ
と
は
右
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
同
様
に
肯
定
的
な
見
解
は
ラ
レ
ン
ツ
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
だ
、
ベ
ッ
カ

ー
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
短
期
日
の
使
用
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
は
保
有
者
に
入
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い

醗
）　

三
　
以
上
の
よ
う
な
ド
ィ
ッ
の
傾
向
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
こ
こ
で
は
自
動
車
事
故
の
取
り
扱
い
が
各

州
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
各
州
の
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
例
法
な

り
制
定
法
を
一
つ
一
つ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
　
そ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
、
と
う
て
い
為
し
う
る
と
こ
．
ろ
で
は
な

い
。
ま
た
、
今
日
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
自
動
車
事
故
に
対
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
を
初
め
と
し
て
約
三
分
の
一
に
近
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

州
が
制
定
法
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
州
が
、
も
っ
ぱ
ら
判
例
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
二
）

ち
の
判
例
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
野
田
教
授
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
は
、
直
接
に
は
、
わ
が
国
の
自
賠
法
の
検
討
を
意

図
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
自
動
車
事
故
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
の
制
定
法
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
の
場
合
と
同

様
、
学
説
を
通
じ
て
、
そ
の
概
略
を
眺
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
自
動
車
事
故
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
各
州
の
制
定
法
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
に
よ
っ
て
、
か
な
り
差
異
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
指
摘
し
う
る
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
制
定
法
が
、
い
わ
ゆ
る
所
有
者
責
任
（
A
U
≦
口
O
『
ω
　
＝
四
σ
一
一
一
什
気
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
二
）

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
α
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
制
定
法
の
下
に
あ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
、
プ
ロ
ッ
ナ
ー
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
自

動
車
の
所
有
者
は
、
彼
の
同
意
の
下
に
彼
の
自
動
車
を
公
道
で
運
転
す
る
者
の
過
失
に
よ
っ
て
鐸
三
老
に
自
動
車
損
害
を
与
え
た
場
合
に

は
、
そ
の
運
転
者
が
彼
の
家
族
員
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
自
動
車
事

故
を
め
ぐ
る
、
こ
の
よ
う
な
所
有
者
責
任
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
下
で
は
、
な
に
も
制
定
法
に
よ
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
す
で
に
判
例
法
上
の
、
た
と
え
ば
使
用
者
責
任
（
お
啓
。
巳
Φ
讐
ω
愚
Φ
ユ
。
円
）
、
あ
る
い
は
家
族
目
的
説
（
♂
邑
貯
b
霞
切
。
¢
ω
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伽
。
．
三
量
な
ど
の
蒙
憲
じ
て
㍉
こ
れ
ら
⑳
鑑
の
限
度
内
で
は
早
く
か
ら
丹
砂
り
れ
で
い
た
わ
け
起
臥
の
み
な
ら
ず
蔀
の

州
に
お
い
て
は
、
自
動
車
を
危
険
物
と
み
な
し
て
、
い
わ
ゆ
る
危
険
物
責
任
（
膏
び
…
畠
o
h
創
9
。
ロ
σ
q
①
【
o
ロ
ω
ぎ
ω
賃
＝
ヨ
①
君
門
受
）
　
の
法

理
に
よ
り
、
事
実
上
制
定
法
に
よ
る
所
有
者
責
任
と
同
様
の
結
果
を
導
い
て
い
る
州
す
ら
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
の
よ
う
な

場
合
は
と
も
か
く
、
一
般
的
に
は
、
自
動
車
事
故
は
過
失
責
任
を
原
則
と
し
、
ま
た
、
そ
の
原
則
に
立
っ
て
の
使
用
者
責
任
で
あ
り
家
族

目
的
説
で
あ
る
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
、
そ
の
場
合
の
所
有
者
責
任
に
は
限
界
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
判
例
法

上
の
こ
の
よ
う
な
限
界
が
、
や
が
て
自
動
車
事
故
を
め
ぐ
る
制
定
法
の
成
立
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
わ
け
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
自
動
車
事
故
を
め
ぐ
る
特
別
法
の
制
定

は
、
そ
れ
ま
で
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
判
例
法
で
は
、
・
自
動
車
を
第
三
者
に
貸
借
（
δ
①
鵠
）
し
た
場
合
の
所
有
者
の
責
任
を
追
求
し
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
）

か
っ
た
こ
と
に
そ
の
原
因
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
制
定
法
上
の
所
有
者
責
任
の
性
格
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
、
そ

れ
は
所
有
者
の
代
位
責
任
（
≦
8
ユ
。
口
ω
ぎ
び
…
な
）
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
し
か
し
、
前
述
の
プ
ロ
ッ
ナ
ー
や
、

さ
ら
に
ハ
ー
バ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
な
ど
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
す
で
に
代
位
責
任
の
域
を
通
り
こ
し
て
一
種
の
厳
格
責
任
　
（
馨
ユ
。
二
冨
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
）

・
び
ま
蔓
）
に
近
い
も
の
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
制
定
法
上
の
所
有
者
責
任
を
め
ぐ
っ
て
最
も
問
題
に
な
る
点
は
、
自
動
車
所
有
者
の

与
え
た
同
意
の
範
囲
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
所
有
者
責
任
は
、
原
則
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
同
意
の
範
囲
に
つ
い
て

の
み
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
・
、
ま
ず
、
こ
の
場
合
の
所
有
者
の
意
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
た
と
え
ば
条
件
附
売

主
（
O
O
＝
畠
一
叶
一
〇
昌
2
9
一
　
ω
Φ
目
①
円
）
の
よ
う
に
自
動
車
使
用
に
対
す
る
権
利
が
な
く
、
た
ん
に
法
律
的
権
原
（
冨
α
Q
三
野
δ
）
の
み
を
有
す
る
者

を
含
ま
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
フ
、
9
が
、
し
か
し
、
自
動
車
の
賃
貸
人
（
帯
ω
ω
o
【
）
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
所
有
者
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
所
有
者
は
、
彼
が
同
意
し
た
目
的
・
場
所
・
日
時
の
範
囲
で
他
人
の
運
転

に
伴
う
自
動
車
事
故
に
つ
き
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
同
意
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
通
常
は
、
丁
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轟ム
「i旧 説

度
、
　
運
転
者
が
雇
庸
者
で
あ
る
場
合
の
使
用
の
範
囲
　
（
ω
o
o
℃
Φ
o
h
Φ
ヨ
覧
。
賓
ヨ
①
口
酔
）
　
と
同
様
に
比
較
的
緩
や
か
に
解
さ
れ
て
お

（
二
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
）

り
、
し
た
が
っ
て
、
所
有
者
の
与
え
た
同
意
か
ら
僅
か
ば
か
り
の
逸
脱
や
、
操
縦
に
つ
い
て
の
特
別
指
示
の
違
反
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
こ

て
所
有
者
責
任
を
免
責
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
お
わ
り
に
以
上
の
制
定
法
上
の
所
有
者
責
任
と
関
連
し
て
、
あ
る

意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
法
特
有
の
事
柄
と
し
て
、
た
と
え
ば
自
動
車
事
故
に
つ
き
制
定
法
の
存
在
す
る
州
の
自
動
車
が
制
定
法
の
存
在
し
な

い
州
で
事
故
を
起
し
た
場
合
に
ど
う
な
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
参
考
の
た
め
に
一
例
を
挙
て
お
く
と
、
こ
の
事
件
で
は
、
原
告
L
は
制
定

法
の
な
い
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
で
寺
外
S
の
運
転
す
る
自
動
車
に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
動
車
は
、
S

が
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
D
自
動
車
賃
貸
会
社
か
ら
旅
行
の
た
め
に
賃
借
し
た
車
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
は
、
　
「
所

有
す
る
い
か
な
る
自
動
車
で
も
他
人
に
賃
貸
（
8
昌
二
昌
伽
q
o
H
5
二
。
ω
冒
σ
q
）
す
る
者
は
、
そ
の
賃
貸
期
間
中
に
そ
の
自
動
車
の
運
転
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　

て
惹
起
さ
れ
る
一
切
の
損
害
に
つ
き
責
を
負
う
」
と
す
る
制
定
法
が
あ
っ
た
の
で
、
原
告
L
は
、
D
自
動
車
賃
貸
会
社
を
被
告
と
し
て
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
裁
判
所
に
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
原
審
で
は
被
告
D
自
動
車
賃
貸
会
社
が
勝
訴
し
た
が
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
最
高
裁
判
所

は
、
原
審
判
決
を
失
当
と
す
る
原
告
し
の
主
張
を
認
め
て
原
告
勝
訴
の
判
決
を
与
え
た
。
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（一

j
た
と
え
ば
加
藤
「
交
通
事
故
」
注
釈
民
法
㈹
九
七
頁
、
　
四
宮
「
自
動
東
の
無
断
運
転
に
よ
る
保
有
者
の
責
任
」
法
律
時
報
三
六
巻
五
号
二
〇

　
頁
、
加
藤
ほ
か
「
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
野
間
題
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
七
二
号
二
頁
以
下
、
但
し
我
妻
「
自
動
車
損
害
賠
償
補

　
償
法
に
つ
い
て
」
比
較
法
研
究
＝
二
号
一
二
頁
以
下
は
運
行
利
益
の
み
を
挙
げ
る
。

（
二
）
加
藤
・
前
掲
論
文
九
八
頁
参
照
。

（
三
）
自
動
車
保
障
研
究
会
・
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
解
説
＝
ハ
頁
以
下
参
照
。

（
四
）
た
と
え
ば
、
宗
宮
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
と
民
法
責
任
」
　
日
本
法
学
二
七
巻
二
号
二
八
頁
、
大
塚
・
四
宮
・
下
光
・
自
動
車
事
放
を
め

　
ぐ
る
法
律
問
題
一
二
三
頁
、
海
老
名
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
」
綜
一
合
法
学
三
二
号
三
三
頁
、
藤
本
・
自
動
車
事
故
と
労
災
保
険
三
二
頁
な
ど
。

（
五
）
民
法
七
一
七
条
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
は
坂
本
・
前
掲
判
例
評
釈
一
二
七
頁
、
事
情
に
応
じ
て
賃
貸
人
も
責
任
を
負
う
と
す
る
も
の
と
し
て



（徳本）「自動車損書賠償保障法三条の一考察」

　
ぱ
加
藤
・
前
掲
論
文
九
八
頁
、
自
動
車
賃
貸
人
の
経
済
利
益
を
強
訴
す
る
も
の
と
し
て
は
乾
・
前
掲
判
例
評
釈
二
五
三
頁
で
あ
る
。

（
六
）
山
田
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
動
車
責
任
」
比
較
法
研
究
＝
二
号
二
六
頁
以
下
。
な
お
ド
イ
ツ
自
動
車
責
任
に
つ
い
て
は
野
田
「
ド
イ
ツ
に
於
け

　
る
自
動
車
交
通
法
の
改
正
と
義
務
保
険
制
度
の
創
設
」
法
．
協
五
八
巻
一
二
号
一
八
二
二
頁
以
下
参
照
。

（
七
）
ド
イ
ツ
の
自
動
車
責
任
法
は
一
九
〇
九
年
の
自
動
車
交
通
法
に
始
ま
る
が
、
そ
の
後
一
九
二
三
年
、
一
九
三
九
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
を
受
け
て
い

　
る
。
な
お
、
今
日
の
道
路
交
通
法
は
正
確
に
は
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
山
田
・
前
掲
論
文
二

　
六
頁
、
野
田
・
前
掲
論
文
一
八
二
二
頁
各
参
照
。

（
八
）
山
田
・
前
掲
論
文
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
九
）
こ
の
よ
う
な
説
明
は
始
ん
ど
の
学
説
に
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
内
●
い
霞
①
コ
き
い
①
訂
げ
自
。
ゴ
ユ
①
ω
ω
。
ず
巳
紆
①
。
窪
。
。
頃
’
ω
》
仁
P
ω
・
至
。
。
菊
願
罎
一

　
巳
δ
5
ω
言
鋤
ω
ω
①
p
〈
Φ
【
吋
Φ
げ
ω
【
①
o
耳
ω
》
信
輪
舞
南
0
9
国
嵩
p
O
o
①
円
信
の
白
①
7
ヨ
騨
β
p
》
ω
o
げ
巳
脅
Φ
〇
三
二
σ
｝
β
強
ψ
お
ω
一
な
ど
。
な
お
閃
O
N
さ
ω
●
ω
春
c
o
甲

　
N
O
Q
肋
二
N
g
N
9
9
ω
蔦
な
ど
。

（一

Z
）
一
・
国
の
ω
Φ
び
ω
o
ず
巳
像
8
0
算
噂
D
》
鼠
一
．
ω
④
誌
・

（一

黶
j
い
国
ω
ω
Φ
さ
即
鋤
．
O
・
Q
D
・
①
鳶
●

（一

�
j
國
・
H
9
。
H
①
旨
N
噂
潜
・
曽
・
○
・
ω
駆
一
c
Q

（一

O
）
国
・
b
d
Φ
o
〆
①
び
国
鎚
律
く
臼
評
Φ
げ
諺
＝
鋤
h
8
h
＝
o
ぼ
ω
o
ゴ
飢
◎
Φ
P
ω
・
α
・

（一

l
）
勾
」
≦
侍
三
①
び
鉾
p
ρ
ω
・
N
一
一

（一

ﾜ
）
国
⇒
昌
①
。
。
Φ
讐
甲
い
①
ず
ヨ
鋤
鵠
p
ρ
勲
O
・
ω
二
〇
ω
一
・

（一

Z
）
い
国
ω
ω
①
さ
鋤
・
鉾
○
・
ψ
斜
一
C
。

（一

ｵ
）
区
い
霞
①
謬
N
”
騨
p
O
・
Q
Q
・
黛
。
。

（一

ｪ
）
山
●
b
d
①
。
閃
Φ
さ
9
．
β
。
●
鋤
・
O
．
Q
D
．
①

（一

縺
j
な
お
、
判
例
で
は
、
子
供
を
旅
行
さ
せ
る
た
め
に
自
動
車
を
二
日
間
無
償
で
借
り
受
け
運
行
費
用
を
負
担
し
た
者
が
、
自
動
車
所
有
者
之
と

　
も
に
保
有
者
と
し
て
責
任
を
認
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
（
開
O
蕎
さ
g
D
・
一
業
）
。

（
二
〇
）
≦
。
ピ
．
℃
8
ω
ω
Φ
ひ
ピ
9
芝
。
』
目
。
詳
。
。
”
戸
ω
N
一
喝
》
ヨ
①
二
〇
”
護
同
風
ニ
ω
弓
【
ロ
α
Φ
昌
。
①
㎝
》
順
》
9
0
ヨ
鋤
げ
＝
①
∫
O
・
①
一
〇
々
廿
参
照
Q

（
二
一
）
野
田
「
自
動
車
事
故
に
関
す
る
英
米
の
民
事
責
任
法
の
概
観
」
法
協
九
五
巻
五
号
＝
二
頁
、
同
八
号
一
五
頁
以
下
。
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二∠淋

li潤

（
二
二
）
こ
の
よ
う
な
制
度
を
最
初
に
採
用
し
た
の
は
一
九
〇
九
年
の
ミ
シ
ガ
ン
州
の
制
定
法
と
い
わ
れ
る
（
≦
●
ピ
．
国
。
ω
の
曾
－
く
．
じ
d
．
ω
ヨ
凶
↓
び
曽

　
円
O
暮
9
宰
①
＃
①
）
Q

（
二
三
）
≦
「
・
い
勺
槽
。
ω
ω
Φ
5
0
噛
・
巳
酔
G
冒
．
ω
ゴ

（
二
四
）
≦
・
い
・
℃
8
¢
ω
①
♪
o
℃
・
9
f
℃
・
ω
㎝
P
男
＜
・
＝
巷
℃
Φ
7
聞
・
冨
ヨ
Φ
ρ
6
コ
口
鋤
≦
9
コ
口
H
β
℃
二
ω
①
N
以
下
各
参
照
。

（
二
五
）
零
・
い
・
津
。
ω
ω
臼
・
o
℃
・
鼠
£
戸
ω
0
9

（
二
六
）
6
●
O
・
ω
ゲ
①
9
コ
昌
鋤
亭
〉
・
〉
・
カ
①
餌
ま
①
一
P
＞
↓
門
Φ
鋤
ユ
ω
①
O
嵩
↓
ゴ
Φ
ピ
鋤
≦
O
暁
2
Φ
ひ
q
一
一
α
q
①
昌
O
P
”
・
一
①
N
9

（
二
七
）
芝
・
い
・
寄
。
ω
。
・
①
5
0
宰
2
叶
こ
P
ω
㎝
ご
聞
・
＜
・
＝
£
。
b
需
『
－
団
・
富
突
Φ
ω
“
℃
・
お
①
鼻
以
下
各
参
照
。
な
お
》
・
》
・
国
プ
①
自
≦
Φ
凶
σ
q
”
2
⑦
ひ
q
＝
ひ
q
窪
。
⑦

　
≦
ヰ
プ
。
葺
閃
魯
巳
計
b
．
お
参
照
。

（
二
八
）
類
●
ピ
・
剛
h
o
ω
ω
鶏
o
b
●
9
侍
●
も
・
ω
N
N
陶
●
＜
・
出
p
℃
b
霞
－
男
甘
子
①
ω
噂
8
・
ユ
叶
こ
弓
・
一
鳶
㎝
臼
O
・
の
げ
Φ
舘
∋
o
亭
》
・
》
・
カ
Φ
傷
自
巴
9
0
0
・
。
蹄

　
己
℃
・
一
①
ω
一
各
参
照
博
な
お
、
こ
の
所
有
者
の
範
囲
を
．
ど
こ
ま
で
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
州
の
制
定
法
で
、
か
な
り
差
異
が
あ
る

　
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
細
い
点
に
つ
い
て
は
〉
§
Φ
ユ
。
鋤
目
言
凶
ω
資
巳
⑦
⇒
8
胡
2
》
葺
。
ヨ
〇
三
5
ρ
や
①
三
　
以
下
に
要
領
の
よ
い

　
分
類
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
二
九
）
を
’
い
・
℃
鎚
㏄
ω
窪
・
。
b
。
9
f
b
●
ω
鳶

（
三
〇
）
内
一
①
ω
吋
。
≦
ω
〆
一
く
・
O
巳
①
≦
9
p
ざ
お
ω
さ
D
c
Q
O
H
≦
一
〇
ゴ
・
ω
c
Q
c
o
”
N
N
ω
2
●
＜
㍉
・
N
丑
・

（一

�
黶
j
ω
≦
⑦
Φ
ロ
①
団
く
●
寓
9
ユ
ヨ
9
P
一
⑩
至
防
の
①
H
≦
一
〇
ゴ
”
ω
＃
ω
南
④
O
Z
・
毛
・
D
c
Q
P

（
三
二
）
こ
の
規
定
は
一
九
二
五
年
に
制
定
さ
れ
た
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
公
共
法
（
℃
口
ぴ
一
8
》
簿
ω
）
一
九
五
章
の
「
＝
条
で
あ
る
。

（
三
三
）
白
e
ピ
Φ
〈
団
く
．
U
ゆ
づ
陣
①
＝
ω
d
－
U
ユ
〈
①
〉
犀
8
図
①
p
三
雲
σ
q
O
o
ヨ
0
9
昌
ざ
　
一
④
N
c
o
二
〇
c
o
O
o
づ
p
ω
ω
ω
ユ
＃
ω
〉
工
・
一
①
ω
6
一
》
・
い
●
幻
．
c
o
＃
①
　
班
庭
口

　
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
は
内
容
的
に
も
興
味
の
あ
る
間
題
を
含
ん
で
お
り
大
部
分
の
関
係
書
や
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
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四
　
む
す
び

一
　
以
上
、
本
稿
は
、
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
最

高
裁
判
決
を
対
此
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
早
る
閣
題
点
、
す
な
わ
ち
、
判
例
理
論
と
し
て
の
、
い
わ
ゆ
る
外
形
理
論
の
合
理
約
な
適
用



「自動車損害賠償保障法三条の一考察」　（徳本）

範
囲
の
限
界
は
ど
こ
か
、
そ
し
て
、
よ
り
直
接
的
に
は
自
動
車
の
賃
貸
人
は
、
　
原
則
と
し
て
、
　
右
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行

用
に
供
す
る
者
」
の
な
か
に
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
学
説
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ

カ
の
傾
向
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
検
討
の
結
果
指
摘
し
う
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
や
ア
メ

リ
カ
な
ど
の
自
動
車
事
故
を
め
ぐ
る
法
理
か
ら
す
れ
ば
、
　
た
と
え
ば
第
二
例
の
昭
和
三
九
年
一
二
月
四
日
の
最
高
裁
判
決
が
示
す
よ
う

な
、
た
だ
自
動
車
の
賃
貸
借
契
約
を
媒
介
す
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
も
っ
て
、
賃
借
人
の
自
動
車
・
運
行
に
対
す
る
賃
貸
人
の
支
配
は

切
断
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
　
し
た
が
っ
て
、
　
賃
貸
人
は
、
　
右
賃
借
人
の
惹
起
す
る
自
動
車
事
故
に
対
し
て
、
　
な
ん
ら
責
任
を
負
わ
な

い
と
す
る
考
え
方
は
、
や
は
り
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
通
常
の
物
の
賃
貸
借
に
お
い
て
、
賃
貸
物
を

め
ぐ
っ
て
生
ず
る
第
三
者
の
被
害
に
対
し
賃
貸
人
の
責
任
を
闇
う
こ
と
は
例
外
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
賃
貸
借
契
約
を
媒
介
す
る
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
の
賃
貸
物
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る
第
三
者
の
被
害
に
対
し
常
に
賃
貸
人
は
無
関
係
で
あ
る
と
す
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
名
義
貸
契
約
や
斤
先
堀
契
約
な
ど
の
権
利
の
賃
借
に
お
い
て
は
、
そ
の
賃
貸
権
利
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る

第
三
者
の
被
害
に
対
し
賃
貸
人
の
責
任
を
認
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
判
例
も
こ
れ
を
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
の
み
な

ら
ず
自
賠
法
と
同
様
に
、
や
は
り
無
過
失
責
任
と
さ
れ
る
鉱
害
賠
償
に
お
い
て
は
、
鉱
業
権
の
用
益
権
者
が
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、

常
に
鉱
業
権
者
が
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
を
明
文
で
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
な
・
て
い
る
（
蓼
照
。
九
）
。
自
動
車
運
行
の
危
険
性
と
い
う

こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
通
常
の
物
の
賃
貸
と
異
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
危
険
状
態
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得

て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
自
動
車
の
賃
貸
人
は
、
や
は
り
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と
同
様
に
考
え
て
、
原
則
と
し
て
自
賠
法
三
条
に
い

う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
な
か
に
含
ま
れ
る
と
解
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
公
平
を
失
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
第
一
例
の
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
日
の
最
高
裁
判
決
の
表
現
に
従
え
ば
、
自
動
車
の
賃
貸

人
は
、
原
則
と
し
て
、
客
観
的
外
形
的
に
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

32　（2－6●567）　667



、

ヨ∠』

百冊 説

　
二
　
な
お
、
　
お
わ
り
に
、
　
以
上
に
よ
っ
て
賃
貸
人
も
原
則
と
し
て
自
賠
法
三
条
の
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る

者
」
の
な
か
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
反
面
、
ア
メ
リ
カ
の
制
定
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
所
有
者
責
任
を
原

則
と
し
て
い
な
い
わ
が
国
の
自
賠
法
の
下
に
お
い
て
は
、
や
は
り
ド
イ
ツ
の
場
合
と
同
様
に
、
お
の
ず
か
ら
、
そ
こ
に
限
界
の
あ
る
こ
と

も
否
定
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
て
の
自
賠
法
三
条
に
い
う
「
自
己
の

た
め
に
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者
」
の
判
断
基
準
が
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
検
討
は
、
す
で
に
本
稿
の
範
囲
を
越
え
た
事
柄
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
た
だ
課
題
の
提
起
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
思

う
Q
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